
評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－１　健全育成体制の充実 No. 100

事 業 名 関係機関との連携強化 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

青少年育成センターを中心に、関係諸機関（学校、行政、地域）との連携を強化し、さらに青少年
自立支援事業について、事業所・ハローワーク・あわ地域若者サポートステーション等の連携強
化を継続して行いたい。

事 業 概 要 学校・行政・地域・各事業所・ハローワークとの連携強化

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

関係機関との連携強化し継続出来るよ
うに努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－１　健全育成体制の充実 No. 101

事 業 名 青少年自立支援事業の充実 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

家庭や社会環境に起因する非行や引きこもり等の様々な問題を抱えている青少年の自立を支
援していくため、関係機関との相互連携を今後も進めていく。
〈平成27年度相談受理状況〉
128件（進路・学業相談65件、不登校60件、身上相談2件、その他1件）

事 業 概 要
家庭や社会環境などに起因する非行等の様々な難題を抱え自立していくことが困難な青少年を
支援

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

 関係機関と連携し、青少年自立支援に
今後も努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－１　健全育成体制の充実 No. 102

事 業 名 青少年健全育成市民会議の充実 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

青少年健全育成市民会議総会の議決事項に基づいて、講演会及び学習事業を実施した。自立
支援を求める青少年に対しては、センターとともに相談に応じる事業を展開している。

事 業 概 要 警察・青少年育成センター・学校・家庭・地域・行政・各種団体などとの連携強化

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

育成センターとの連携強化に努めてく
ださい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－１　健全育成体制の充実 No. 103

事 業 名 地域団体と連携した健全育成 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

青少年健全育成市民会議の充実・活用を図るとともに、青少年育成センターをはじめとする関係
機関、団体、家庭、学校、地域、行政等が一体となった全市的な健全育成体制の整備を図った。

事 業 概 要 子ども会・ＰＴＡ・ボランティア団体との連携強化

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

全市的な健全育成体制整備のために
関係機関との連携に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－２　健全な社会環境づくりの推進 No. 104

事 業 名 環境美化活動 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

〈環境美化活動〉
・各学校区で清掃、除草、花づくりなどの活動を行った。
・各校区での環境美化活動を推進し、美しいまちづくりを通じた青少年の健全育成を今後も進め
る。

事 業 概 要 各学校区で清掃、除草、花づくりなどの活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

環境美化活動を推進し,今後も美しいま
ちづくりに努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－２　健全な社会環境づくりの推進 No. 105

事 業 名 講演会の実施 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

〈講演会の実施〉
・情報化社会の中での青少年の健全育成講演会を実施した。
・課題として、青少年自身を含めた美化活動ボランティアスタッフの育成と、高度情報化社会に
対応する社会環境づくりに向けた取り組みの充実が必要である。

事 業 概 要 情報化社会の中での青少年の健全育成

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

青少年の健全育成に今後も努めてくだ
さい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 106

事 業 名 講演会の実施 担　当　課 学校教育課

事 業 概 要 家庭教育のあり方

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

PTAの会合等で家庭教育のあり方等について意見交換や協力依頼を行うとともに、学校だより
等を通じて家庭教育の大切さを啓発した。さらにPTA行事として、親子ソフトボール大会、餅つき
大会、バルーンメッセージなどを行った。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

PTA行事で親子ソフトボール大会など
を行い、学校と保護者の交流を図ってく
ださい。

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

■　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 107

事 業 名 情報提供の充実 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

親を敬い、ふるさとを大切にする子どもを育てる家庭教育の重要性を市民全体により深く浸透さ
せていくことが教育行政の重要な役割であり、課題である。
今後も、情報提供の充実に向け、広報紙やホームページの効果的な活用について検討してい
く。

事 業 概 要 広報紙･ホームページの充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

情報提供の充実に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 108

事 業 名 相談体制の充実 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

〈青少年健全育成条例第11条の5に基づく自動販売機の設置等の届出及び同条例第17条に基
づく立入調査〉
店舗数：21店　　　　立入件数：21件
子どものことを一番よく知っている保護者自身が、子どもと最も多くの時間を過ごす家庭のあり
方、家庭教育のあり方をしっかりと理解していけるよう、家庭の教育力と地域の教育力の向上に
ついて支援した。
平成27年度相談件数　128件

事 業 概 要 青少年育成センターや教育委員会との連携の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

家庭や地域との相談体制の充実を今
後も図ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 109

事 業 名 地域コミュニティづくり 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

平成27年度生涯学習講座として講演会１回、映画会１回、２０講座を開催。
生涯学習講演会、生涯学習推進映画会、まゆみ先生流節約おうちごはんの作り方教室、旬野
菜で季節を感じる料理教室、押し花アート講座、和菓子教室、ネイルアート講座、親子で天体観
望会、こども茶道教室、親子でキャラ弁づくり教室、野の花で生け花講座、初めての人から楽し
める歌舞伎講座、趣味の園芸講座、着物リメイク・リフォーム教室、阿波市歴史探訪～歩いて確
かめよう～、楽しく学ぼう韓国語講座、カラダをほぐそう！ストレッチ講座、朝活！楽しくのばして
ストレッチ講座、脳トレで身体いきいき教室、リンパを流してからだ改善エクササイズ、スローエア
ロビック講座、三浦哉先生の健康づくり教室

事 業 概 要 生涯学習講座等の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

市民のニーズに適した生涯学習講座
の充実に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 110

事 業 名 文化やスポーツの拠点づくり 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

生涯にわたって豊かに学び、文化に親しむ地域コミュニティづくりや文化やスポーツの拠点づくり
による大人と子どもの絆を強める多世代交流を通じて、地域教育力の向上を推進した。

事 業 概 要 文化協会･体育協会･総合型地域スポーツクラブと連携

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

文化スポーツの拠点づくりに努めてくだ
さい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 111

事 業 名 正しい生活リズムの定着 担　当　課 学校教育課

事 業 概 要 「早寝早起き朝ごはん運動」の推進

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

各学校とも、学校だよりや生活点検表等を利用しながら、家庭と連携し、正しい生活リズムの定
着を図った。学校食育推進パワーアップ作戦として、各小学校で「朝ごはんを食べよう」、「バラン
スのとれた朝ごはん」、各中学校では、「朝ごはんのすすめ」というテーマで、栄養士による食に
関する指導やアンケートを行った。

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

今後も家庭との連携を図ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 ま で の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 112

事 業 名 読書活動の推進 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

これから親になる若い世代を含め、家庭教育に関する様々な学習機会の充実を図った。

事 業 概 要 家族一緒の読書運動、読み聞かせボランティアの確保

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

読書活動ボランティアの確保に努めて
ください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 113

事 業 名 家庭教育支援チームの設置 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

生涯にわたって豊かに学び、文化に親しむ地域コミュニティづくりや文化やスポーツの拠点づくり
による大人と子どもの絆を強める多世代交流を通じて、地域教育力の向上を推進した。

事 業 概 要 家庭教育支援チームの設置・協力

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

家庭教育支援チームの設置、協力に
努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 114

事 業 名 地域ぐるみの健全育成運動の展開 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

子どものことを一番よく知っている保護者自身が、子どもと最も多くの時間を過ごす家庭のあり
方、家庭教育の在り方をしっかりと理解していけるよう、家庭の教育力と地域の教育力の向上を
支援することができる効果的なイベント開催を推進している。

事 業 概 要 児童生徒の非行防止意見発表、イベント

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

地域ぐるみの健全育成が実現できるよ
う今後も行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－４　青少年の体験・交流活動の充実 No. 115

事 業 名 地域との交流ボランティア活動 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

ボランティア活動の内容を充実させ、各種団体と連携を図る指導者を確保する。

事 業 概 要 高齢者や三世代交流のボランティア活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

地域との交流ボランティア活動に関す
る指導者の育成に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ 十分できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－４　青少年の体験・交流活動の充実 No. 116

事 業 名 屋外での農業体験 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

適応指導教室「阿波っ子スクール」が不登校児童生徒の学校復帰や社会的な自立支援のた
め、季節の野菜、芋づくりなどの農業体験学習を実施している。

事 業 概 要 米づくり、芋づくりなどの農業体験学習

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

実施 実施

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

指導者の確保に努めてください。

実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－４　青少年の体験・交流活動の充実 No. 117

事 業 名 青少年の居場所づくりの推進 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

青少年の社会性や郷土愛を育む観点から、地域の方々を様々な体験活動や世代間交流の指
導者として迎え、子ども体験学習活動（工場見学や陶芸体験等）の場の提供に努めた。公民館
や運動施設などの機能を活かし、さらに内容を充実させる必要がある。

事 業 概 要 公民館、運動施設などを拠点にした活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

青少年の交流活動の拠点として、地域
交流の場づくりに努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ５－５　青少年団体、リーダーの育成 No. 118

事 業 名 指導者養成講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

<スポーツ少年団指導者講習会>
講 　師　：　日本ボディビル連盟公認指導員　長谷部 裕之
演 　題　：　『ジュニアスポーツにおける故障、障害の対策』
参加者  ：  37名（阿波市スポーツ少年団指導者・保護者）
（講演内容）
ジュニアスポーツにおける故障、障害の対策やストレッチなど実技講習を行った。

事 業 概 要 スポーツ少年団指導者講習会

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

指導者の育成・少年団活動に対する地
域の理解が深められるよう啓発・研修
に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６


